












前期：4月1日（水）～7月31日（金） 後期：9月28日（月）～2月8日（月）

1Q：4月1日～6月3日（5月28日～29日を除く） 3Q：9月28日～11月30日（11月25日～27日を除く）

2Q：5月28日～7月31日（6月1日～3日を除く） 4Q：11月25日～2月8日（11月30日を除く）

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 ９月 27 28 29 30 1 2 3

5 6 7 8 9 10 11 4 5 6 7 8 9 10

12 13 14 15 16 17 18 11 12 13 14 15 16 17

19 20 21 22 23 24 25 18 19 20 21 22 23 24

26 27 28 29 30 1 2 25 26 27 28 29 30 31

3 4 5 6 7 8 9 1 2 3 4 5 6 7

10 11 12 13 14 15 16 8 9 10 11 12 13 14

17 18 19 20 21 22 23 15 16 17 18 19 20 21

24 25 26 27 28 29 30 22 23 24 25 26 27 28

31 1 2 3 4 5 6 29 30 1 2 3 4 5

7 8 9 10 11 12 13 6 7 8 9 10 11 12

14 15 16 17 18 19 20 13 14 15 16 17 18 19

21 22 23 24 25 26 27 20 21 22 23 24 25 26

28 29 30 1 2 3 4 27 28 29 30 31 1 2

5 6 7 8 9 10 11 3 4 5 6 7 8 9

12 13 14 15 16 17 18 10 11 12 13 14 15 16

19 20 21 22 23 24 25 17 18 19 20 21 22 23

26 27 28 29 30 31 1 24 25 26 27 28 29 30

2 3 4 5 6 7 8 31 1 2 3 4 5 6

9 10 11 12 13 14 15 7 8 9 10 11 12 13

16 17 18 19 20 21 22 14 15 16 17 18 19 20

23 24 25 26 27 28 29 21 22 23 24 25 26 27

30 31 1 2 3 4 5 28 1 2 3 4 5 6

6 7 8 9 10 11 12 7 8 9 10 11 12 13

13 14 15 16 17 18 19 14 15 16 17 18 19 20

20 21 22 23 24 25 26 21 22 23 24 25 26 27

27 後期28 後期29 後期30 28 29 30 31

回数 - 15 15 15 15 15 - 回数 - 15 15 15 15 15 -

注：9月28日（月）は後期の授業開始日

　 休業日等（1/19(火)は共通テスト試験監督等振替、1/22(金)は学校推薦型選抜Ⅱ当日）

授業日

補講日（補講を実施しない場合は定期試験日として利用可能）

定期試験日

追試験日

再試験日

８月 ２月

９月 ３月

令和８年度歯学部カレンダー（２～４年次）

R８年
４月 １０月

５月 １１月

１２月

R９年
１月

６月

７月
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年次

1

2

3

4

5

6

1

2

3

4

5

6

1

2

3

4

5

6

1

2

3

4

5

6

1

2

4

5

6

講３Ａ・・・講義室３Ａ（C棟３階） 実５Ａ・・・実習室５Ａ（C棟５階） 臨４Ｂ・・・臨床実習室４Ｂ（C棟４階）

講３B・・・講義室３Ｂ（C棟３階） 実５Ｂ・・・実習室５Ｂ（C棟５階） 医２講・・・医学部第２講義室

講６Ａ・・・講義室６Ａ（C棟６階） 実５Ｃ・・・実習室５Ｃ（C棟５階） 医１実・・・医学部第１実習室

講６Ｂ・・・講義室６Ｂ（C棟６階） 歯解実・・・歯学部解剖実習室（Ａ棟７階）

時間割
90分授業 60分授業
1校時　8：50-10：20 1校時　8：50-9：50
2校時　10：30-12：00 2校時　10：00-11：00
3校時　13：00-14：30 3校時　11：10-12：10
4校時　14：40-16：10 4校時　13：00-14：00
5校時　16：20-17：50 5校時　14：10-15：10

6校時　15：20-16：20
7校時　16：30-17：30
8校時　17：40-18：40

（令和８年度）歯学部授業時間割

（　前　期　）（ １Q・２Q ）

曜
日

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

8:50 10:20

10:00 11:00 11:10 12:10

16:20 17:50

1 2 3 4 5 6 7 8

10:30 12:00 13:00 14:30 14:40 16:10

教養教育

微生物学・口腔微生物学（講３Ａ） 薬理学及び同実習（講３Ａ・実５Ｃ）

歯科矯正学及び同実習（講６Ａ・臨４Ｂ） 予防歯科学及び同実習（講６Ａ・臨４Ｂ） 基礎歯学研究

16:30 17:30 17:40 18:40

歯科学のための物理科学
（講３Ｂ）

細胞生物学入門Ⅰ（講３Ｂ） 歯学展望（講３Ｂ） 骨学及び同実習（歯解実・講３Ｂ・医２講・医１実） 教養教育：初年次セミナー（坂本）

13:00 14:00 14:10 15:10 15:20 16:208:50 9:50

統合科目（講６Ｂ）

臨床実習 基礎歯学輪講（講３Ａ）

火

(1Q)学内・学外早期体験実習
/(2Q)歯科医師のコンピテンシーⅠ（講３Ｂ）

細胞生物学プラクシス（講３Ｂ） 教養教育：初年次セミナー（坂本）

教養教育

薬理学及び同実習
（講３Ａ・実５Ｃ）

（1Q)微生物学・口腔微生物学（講３Ａ）／
（2Q)病理学総論及び同実習（講３A･実５B）

月

水

教養教育

生理学（講３Ｂ）/生理学実習（実５Ｃ） (1Q)教養教育：歯科学のための生物科学（講３B） (1Q)教養教育：歯科学のための化学（講３B）

病理学総論及び同実習(講３A・実５Ｂ）

歯科矯正学及び同実習（講６Ａ） 保存修復学（講６Ａ） 保存修復学実習（臨４Ｂ）

歯科理工学Ⅰ/歯科理工学Ⅱ/歯科理工学Ⅲ（講３Ａ） 口腔組織学及び同実習（講３Ａ・実５Ｂ）

(1Q)災害口腔医学
/(2Q)小児歯科学・小児歯科学実習（講６Ａ）

歯内治療学（講６Ａ） 歯内治療学実習（臨４Ｂ）

統合科目（講６Ｂ） 歯学研究

臨床実習

歯科東洋医学（講３Ａ）／Scientific and Practical English（講３Ａ）

障害者歯科学（講６Ａ）
歯科医師のコンピテンシーⅣ

（講６Ａ） 冠橋義歯学及び同実習（講６Ａ・臨４Ｂ）

統合科目（講６Ｂ）

統合科目（講６Ｂ）

臨床実習 歯学研究

教養教育

解剖学及び同実習（講３Ｂ・歯解実）
歯科医師のコンピテン

シーⅡ（講３B）

内科学総論（講３Ａ）

臨床実習

金

教養教育

生化学（講３Ｂ） 発生学（講３Ｂ） 生理学（講３Ｂ）/生理学実験（実５Ｃ）

3 外科学総論（講３Ａ）

木

※　教室名と略語の対応は以下のとおり。

歯科麻酔学及び同実習（講６Ａ） 　有床義歯補綴学及び同実習（講６Ａ・臨４Ｂ）

統合科目（講６Ｂ）

臨床実習 基礎歯学輪講（講３Ａ）

口腔解剖学及び同実習（歯解実・講３A） 　　コミュニティー教育･実習（講３Ａ）   （1Q)基礎歯学研究概論（講３Ａ）／（2Q)基礎歯学研究
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講３Ａ・・・講義室３Ａ（C棟３階） 実５Ａ・・・実習室５Ａ（C棟５階） 臨４Ｂ・・・臨床実習室４Ｂ（C棟４階）

講３Ｂ・・・講義室３Ｂ（C棟３階） 実５Ｂ・・・実習室５Ｂ（C棟５階） 医解実・・・医学部解剖実習室

講６Ａ・・・講義室６Ａ（C棟６階） 実５Ｃ・・・実習室５Ｃ（C棟５階） 医講４・・・医学部第４講義室（病院２階）

講６Ｂ・・・講義室６Ｂ（C棟６階） 歯解実・・・歯学部解剖実習室（Ａ棟７階）

時間割
90分授業 60分授業
1校時　8：50-10：20 1校時　8：50-9：50
2校時　10：30-12：00 2校時　10：00-11：00
3校時　13：00-14：30 3校時　11：10-12：10
4校時　14：40-16：10 4校時　13：00-14：00
5校時　16：20-17：50 5校時　14：10-15：10

6校時　15：20-16：20
7校時　16：30-17：30
8校時　17：40-18：40

（令和８年度）歯学部授業時間割

（　後　期　）（ ３Q・４Q ）

曜

日

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

8:50 10:20 16:20 17:50

1 2 3 4 5 6 7 8

10:30 12:00 13:00 14:30 14:40 16:10

16:30 17:30 17:40 18:40

月

細胞生物学入門Ⅱ（講３Ｂ） 歯学展望（講３Ｂ）

長崎大学グローカルインターンシップ・プログラム（講6Ｂ）

13:00 14:00 14:10 15:10 15:20 16:208:50 9:50 10:00 11:00 11:10 12:10

歯周病学（講6A）
統合科目〈スポーツ歯学〉/
統合科目〈総合歯科学Ⅰ〉

（講6Ａ）
歯周病学実習（臨４Ｂ） 基礎歯学研究

臨床実習

長崎大学グローカルインターンシップ・プログラム（オンライン自主学習）

3 内科学各論 (講３Ａ）
微生物学・口腔微生物学

(講３Ａ）
外科学各論（講３Ａ）

隣接医学Ⅱ(講３Ａ）

（4Q)歯科法医学(講３Ａ）

(3Q)医学統計学/(4Q)コンピ

テンシーⅢ（講3Ａ）
口腔病理学及び同実習(講3Ａ ・実５Ｂ）

統合科目〈臨床解剖学〉（講６Ａ・歯解実・医解実） 口腔外科学Ⅰ及び同実習（講6A・臨４Ｂ） 実践臨床歯科英会話（講6A）

臨床実習
(3Q)コンピテンシーⅤ

/臨床歯学セミナー（講６B）

臨床実習／高次口腔医療学
(3Q)

歯科医療管理学（講3A）

　学内・学外早期体験実習（講３Ｂ）

長崎大学グローカルインターンシップ・プログラム（講6Ｂ） 生化学実験（実５Ａ）

臨床実習／高次口腔医療学
(3Q)

歯科医療管理学（講3Ａ）

水

教養教育

2
(3Ｑ)長崎大学グローカルインターンシップ・プログラム(講6Ｂ) (3Ｑ)長崎大学グローカルインターンシップ・プログラム（オンライン自主学習）

（4Q）解剖学及び同実習（講６Ｂ・歯解実・医解実）

3

火

臨床実習 歯学研究

臨床実習／高次口腔医療学
(3Q)

歯科医療管理学（講３B）

隣接医学Ⅰ・Ⅱ（講３Ａ）
（3Q)歯科理工学実験（講３Ａ・実５Ｃ）

(4Q)隣接医学Ⅱ（講３Ａ）

高齢者歯科学（講6Ａ） 小児歯科学/小児歯科学実習（講6Ａ・臨４Ｂ）

冠橋義歯学及び同実習（講6Ａ・臨４Ｂ） 臨床歯学研究概論（講6Ａ）

臨床実習

臨床実習／高次口腔医療学
(3Q)

歯科医療管理学（講３B）

木

教養教育

解剖学及び同実習（講６Ｂ・歯解実・医解実）

3
（3Q）隣接医学Ⅲ（講３Ａ） （3Q）口腔微生物学実習（講３Ａ・実5A)

（4Q)隣接医学Ⅰ・Ⅱ（講３Ａ） （4Q)衛生学及び同実習（講３A・実5A）

歯科放射線学及び同実習（講6A）

臨床実習／高次口腔医療学
(3Q)

歯科医療管理学（講３B）

※　教室名と略語の対応は以下のとおり。

金

教養教育

組織学及び同実習（講６B・実５Ｂ）

歯科薬理学（講３Ａ）/口腔生理学（講３A） 口腔生化学（講３Ａ） 基礎歯学研究

口腔外科学Ⅱ及び同実習（講6A・臨４Ｂ） 　有床義歯補綴学及び同実習（講6A・臨４Ｂ）

臨床実習／

医哲学・医療倫理（医学部記念講堂）（10月の２日間）
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年度 2026 学期 1・2Q 曜日・校時  木・3－7（時間割を参照） 必修選択  必修 単位数  1 

科目番号 

科目ナンバリング・コード 

授業科目名/(英語名) 

25064409 

DNGD11051941 

歯科東洋医学/（Oriental Dental Medicine） 

対象年次 3 年次 講義形態  講義形式 教室 講義室 3A 

対象学生(クラス等)      科目分類   総合科目 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

角 忠輝/sumi@nagasaki-u.ac.jp/総合歯科臨床教育学教授室/095-819-7750（内 7750）/随時 ※来室前に確認のこと 

担当教員 (オム

ニバス科目等) 

角 忠輝，亀山敦史（非常勤講師），多田浩晃，前川靖裕（非常勤講師），林 眞実（非常勤講師），戸田一

雄（非常勤講師），田頭澄人（非常勤講師），坂井詠子，筑波隆幸，池田裕明（腫瘍医学），最上祥子（非常

勤講師）  

授業の概要 

 東洋医学では，人は大自然（大宇宙）のなかの一つで， 自然界のすべてのものと，お互いに関連し，影響しあっているとみな

している。西洋医学では，組織，器官はそれぞれ独立して異なるものとするが，東洋医学では，異なった機能を持ちながらも全

体として有機的につながりをもった共有体とされている。その根底となる思想が陰陽論と五行論である。このような東洋医学の理

論的背景を認識しつつ実際の東洋医学的治療法の主な方法を，座学および体験を通して学習する。 

授業到達目標 

一般目標 GIO: 患者満足度の高い良質な歯科医療を提供するために，東洋医学の概

念を西洋医学に対比して理解し，統合医療を実践するために必要な基本的知識，お

よび態度を修得する。 

個別行動目標 SBOs： 

1. 東洋医学体系の基礎理論と診断法を説明できる。 

2. 各種東洋医学的治療法（鍼灸・漢方）のメカニズムを説明できる。 

3. エイジングや免疫に及ぼす東洋医学的治療法の役割を説明できる。 

4. 経絡および歯科領域で重要な経穴の部位を列挙し，説明できる。 

5. 漢方の歴史的背景に関心を持つ。 

6. 各種代替医療を列挙し，その概要を説明できる。 

 

【令和４年度歯学教育モデル・コア・

カリキュラム】 

A-6 生体と薬物 

A-6-2 薬理作用の基本 

A-6-4 薬物の副作用と有害事象を

考慮した薬物治療の基本原理 

 

対応するディプロマポリシー 

ＤＰ１：歯科口腔医学に関する基礎的知識を身につけている。 

ＤＰ２：歯科口腔医学に関する臨床的知識を身につけている。 

 

授業方法（学習指導法） 

 輪講形式。スライド，ビデオ等を用いて講義する。必要に応じて実地学習を取り入れる。プリント等は必要な時に配布する。ア

クティブラーニングにおいては，グループ学習の他，発表討論を行う。 

授業内容 

 

 1 回目 統合医療学総論 

2 回目 漢方最前線 

3 回目 補完代替医学１ 

4 回目 補完代替医学２ 

5 回目 先人から学ぶ漢方の知恵（アクティブラーニング）１ 

6 回目 日本人は何故冷え性になったのか？１ 

７回目 日本人は何故冷え性になったのか？２ 

8 回目 先人から学ぶ漢方の知恵（アクティブラーニング）２ 

9 回目 先人から学ぶ漢方の知恵（アクティブラーニング）３ 

10 回目薬膳料理１ 

11 回目 薬膳料理２ 

12 回目 耳鍼法，アロマセラピー 

13 回目 鍼鎮痛のメカニズム 

14 回目 歯科鍼灸 

15 回目 鍼灸の実際 

16 回目 漢方薬理 

17 回目 抗加齢科学 

18 目目 がん免疫治療の最前線 
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キーワード 東洋医学，伝統医学，代替医学，統合医療，鍼，灸，漢方，薬膳，アロマセラピー，EBM 

教科書・教材・参考書 参考書： 歯科漢方医学，歯科漢方医学教育協議会監修，永末書店 

      続今日からあなたも口腔漢方医，王宝禮・王龍三編，医歯薬出版 

      入門歯科東洋医学（第 2 版），日本歯科東洋医学会編 

成績評価の方法・基

準等 

出席率，講義内の小テスト，アクティブラーニングへの参加態度，および筆記試験またはレポートにより

総合的に評価する。 

受講要件(履修条件) 授業に出席した時数が授業を行った時数の 3 分の 2 に達しない場合，成績評価の対象とならない。 

 

備考(学生へのメッセ

ージ) 

東洋医学関係の一般書に目を通しておくことが望ましい。学外講師による講義は日頃接することので

きない貴重な機会であり，礼を失することが無いように心がけること。 

実務経験のある教員

による授業科目 

・角 忠輝（第 1 回）/大学病院における歯科診療行為/自らの診療経験を元に，統合医療の概念につ

いて講義およびアクティブラーニング形式の授業を行っている 

・亀山 敦史（第 2・3回）/大学病院における歯科診療行為/大学病院における診療行為を元に統合医

療の概念と実際について講義形式の授業を行っている 

・多田 浩晃（第 4・7・8回）/大学病院等における診療行為/大学病院における歯科診療行為自らの診

療経験を元に，統合医療の概念について講義およびアクティブラーニング形式の授業を行っている 

・前川 靖裕（第 5・6 回）/診療所における診療行為/自らの診療経験を元に，漢方の概念について講

義形式の授業を行っている 

・田頭 澄人（第 14 回）/歯科診療所における歯科診療行為/鍼灸師の資格を持つ当該教員が，鍼灸

理論・実際の歯科医療への応用について実習形式で授業を行っている。 

・池田 裕明（第 17 回）/大学病院等における診療行為/自らの診療経験を元に，がん免疫治療につ

いての講義を行っている。 

・最上祥子（第 18 回）/研究職/製薬会社での研究職の経験を活かし，漢方薬理の基本について講義

形式の授業を行っている。 



No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

統合医療学総論

漢方最前線

補完代替医学１

補完代替医学２

先人から学ぶ漢方の知恵１

日本人は何故冷え性になったのか？１

日本人は何故冷え性になったのか？２

先人から学ぶ漢方の知恵２

先人から学ぶ漢方の知恵３

薬膳料理１

薬膳料理２

耳鍼法、アロマセラピー

鍼鎮痛のメカニズム

歯科鍼灸

鍼灸の実際

漢方薬理

抗加齢科学

がん免疫治療の最前線

筑波隆幸

池田裕明

林　眞実

戸田一雄

戸田一雄

戸田一雄

田頭澄人

坂井詠子

多田浩晃

前川靖裕

前川靖裕

多田浩晃

多田浩晃

林　眞実

3

4

3

木

木

木

木

木

木

4

5

4

5

4

木

木

木

5

2

2

9

7

7

7

6

6

6

17回

18回

２回 5 14 木 3 最上祥子

5回

7回

講義室3A

講義室3A

講義室3A

16回

5 14 木 6

講義室3A

講義室3A

14回

講義室3A

講義室3A

12回

講義室3A

講義室3A

10回

11回

13回

15回

4

4

25

6

6

6

25

25

25

6

7

講義室3A

講義室3A

8回 5

講義室3A

講義室3A

6回 5

講義室3A

講義室3A

4回

9回

5

5

水

水

木

木

20

20

28

28

5

6

5 14 木 5 亀山敦史

講義室3A3回 5 14 木 4 亀山敦史

日程表(歯科東洋医学）

1回 5 7 木 3 角　忠輝 講義室3A

講義室3A

17



18



19



No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

TOEIC 練習問題

TOEIC 練習問題

TOEIC 練習問題

TOEIC 練習問題

TOEIC 練習問題

TOEIC 練習問題

TOEIC 練習問題

TOEIC 練習問題

TOEIC 練習問題

TOEIC 練習問題

TOEIC 練習問題

TOEIC 練習問題

TOEIC 練習問題

TOEIC 練習問題

TOEIC 練習問題

講義室3A

日程表(Scientific and Practical English)

16回 5 7 木 4
David

Atwood

5 7 木 6
David

Atwood
講義室3A

David
Atwood

講義室3A

18回

17回 5 7 木 5

講義室3A

David
Atwood

講義室3A

20回

19回 6 4 木 3

6 4 木 6
David

Atwood

6 11 木 4
David

Atwood
講義室3A

David
Atwood

講義室3A

22回

21回 6 4 木 7

講義室3A

David
Atwood

講義室3A

24回

23回 6 11 木 5

6 11 木 6
David

Atwood

7 2 木 6
David

Atwood
講義室3A

David
Atwood

講義室3A

26回

25回 7 2 木 5

講義室3A

David
Atwood

講義室3A

28回

27回 7 2 木 7

7 9 木 4
David

Atwood

7 9 木 6
David

Atwood
講義室3A

David
Atwood

講義室3A

30回

29回 7 9 木 5

20



25



26



27



33



58



59



60



61



62
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年度 2025 学期 1・2Q 曜日・校時 火・1Q: 4～6，2Q: 2～6 必修選択  必修 単位数  2 

科目番号 

科目ナンバリング・コード 

授業科目名/(英語名) 

25014117 

DNGD22121909 

病理学総論及び同実習/（General Pathology Lecture and Practice） 

対象年次 3 年次 講義形態  講義・実習形式 教室  講義室 3A、実習室 5B 

対象学生(クラス等)      科目分類   口腔生命科学総論 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

片瀬 直樹/katase@nagasaki-u.ac.jp /歯学部 A棟 1階口腔病理学分野准教授室/095-819-7645（内 7645）/17：00～18：30 

担当教員 (オム

ニバス科目等) 

片瀬直樹、永野健一、藤田修一 

 

授業の概要及び位置づけ 

 

歯科を含めた医療の従事者または研究者になるためには、「病気」を十分に理解することが必要である。病理学は病気の原

因、異常が生じる機構、機能・構造上の変化、病気の経過を解明する学問である。病理学総論の講義では、顎口腔領域に限定

せず、代表的な全身での疾患を取り上げながら、基本的な病理変化を解説する。実習では講義した種々の疾患の病理組織標

本の顕微鏡像の観察を通して、組織・細胞レベルでその成り立ちを理解する。講義と実習は互いにリンクしており、講義内容を

実習の組織標本で確かめ、理解を深める。この授業で示す全身でみられる疾患の基本的病理変化は、口腔領域での疾患でも

起こっている。従って本授業は後期で学ぶ「口腔病理学及び同実習」で学習する疾患の理解にも必要である。 

 

授業到達目標 

 

一般目標 GIO： 

病理学総論の講義では、疾病の原因・発生機構・病態・予後を理解する。実習

では各種疾病の組織学的変化を病理学的に解釈する。 

 

個別行動目標 SBOs： 

1. 染色体、遺伝子及び発生の異常を理解している。 

2. 細胞傷害と組織傷害、壊死とアポトーシス、代謝障害と関連疾患の病態

を理解している。 

3. 修復と再生の機序、肥大、過形成、化生、創傷治癒を理解している。 

4. 虚血、充血及びうっ血、出血、血栓と塞栓、梗塞、浮腫、ショックを理解し

ている。 

5. 炎症の定義と機序、滲出性炎の種類、形態的特徴及び経時的変化を理

解している。 

6. 腫瘍の定義、病因及び発生機序、増殖、浸潤、再発及び転移、細胞異

型と構造異型、腫瘍の組織学的分類、良性腫瘍と悪性腫瘍の異同を理

解している。 

7. 病理組織検査の種類と適応を理解している。 

 

 

 

 

【令和 4 年度歯学教育モデル・コア・カリキュ

ラム】 

 

 

A-5-1-1〜A-5-1-1-2 

A-5-2-1,〜A-5-2-5 

 

A-5-3-1〜A-5-3-5 

A-5-4-1〜A-5-3-6 

 

A-5-5-1〜A-5-3-6 

 

A-5-6-1〜A-5-6-6 

 

 

D-2-6-1 

 

 

 

 

対応するディプロマポリシー 

ＤＰ１：歯科口腔医学に関する基礎的知識を身につけている。 

授業方法（学習指導法） 

 

病理学総論として、基本的病態の概念を講義し、各種疾患の原因・成り立ち・病態を解説する。実習標本の観察を通して疾

患の成り立ちや臨床病態などについて総合的に考えさせる。講義、実習によって学生が授業で得た知識を深め、将来の臨床

医学で役立てることができるように指導する。講義ではプリント、液晶プロジェクター、板書を併用し、口頭で授業を進める。プリ

ントは授業前に LACS に提示するので各自、印刷して授業に持参すること。実習はバーチャルスライドの学生間に差異のない

画像によって行う。バーチャルスライドが使用不可の場合は、配布された標本の顕微鏡観察を行う。いずれもスケッチをとり、そ

の所見を記載する。スタッフは実習に先立ちその日の実習標本を解説する。学生は資料を LACS から印刷して持参し、不明な

点は随時教員に質問すること。実習中にそれまでに終了した講義分の小テストを行うことがある。 
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授業内容 

 

講義の内容のサブテーマ、実習標本は次ページからの日程別シラバスを参照 

L (Lecture): 講義（講義室 3A及び 3B）、P (Practice): 実習（実習室５B） 

 

1 週 L1 病理学序論 L2-3 病因論  

2 週 L4-5 染色体・遺伝子及び発生の異常 L6 細胞・組織傷害 

3 週 L7 修復と再生 L8,9  代謝異常  

4 週  L10, 11 循環障害 L12 炎症  

5 週  L13 炎症 L14,15 免疫異常  

6 週 L16,17 感染症 L18 腫瘍  

7 週 L19,20 腫瘍 L21 老化と個体死  

8 週 P1～4 実習方法説明、細胞・組織傷害   

9 週 P5～9 細胞・組織障害、修復と再生   

10 週 P10～14 循環障害   

11 週 P15～19 炎症   

12 週 P20～24 炎症   

13 週 P25～29 腫瘍   

14 週 L30〜34 腫瘍   

15 週 L22 病理組織検査の実際 P35～38 腫瘍  

    
 

キーワード 病因、染色体・遺伝子異常、発生異常、細胞・組織傷害、代謝障害、修復と再生、循環障害、炎症、感

染症、免疫異常、腫瘍、老化と個体死、病理検査、病理組織標本作製法 

教科書・教材・参考書 １．標準病理学 第 7 版 （医学書院） 

2．ロビンス基礎病理学 原著 10版 (エルセビア・ジャパン) 

3. カラー ルービン病理学 （西村書店） 

4．組織病理アトラス（文光堂） など一般的な病理組織学アトラス 

授業で配布するプリント及び実習標本画像とその解説は事前に LACS に公開するため、予習・復習に

適宜利用することが可能 

成績評価の方法・基

準等 

主に定期試験（筆記試験）の得点で評価する。必要に応じて小テストを実施し、その成績も考慮する。 

受講要件(履修条件) 定期試験の受験資格：授業回数の 3/4 以上の出席 

備考(学生へのメッセ

ージ) 

病理学を理解する上で、「正常」を対象とする解剖学、組織学などの基礎知識が必要となります。 

実務経験のある教員

による授業科目 

・片瀬 直樹/長崎大学病院での病理診断実務経験/長崎大学病院での病理診断業務の勤務経験を

もとに、臨床病理診断学上重要なポイントを踏まえて病理学の解説を行うとともに、医療人としてふさ

わしい態度を習得させる。 

・永野健一／長崎大学病院での病理診断実務経験／長崎大学病院での病理診断業務経験を元に、

疾患による組織学的変化の解説を行い、医療者として必要な知識、学習態度を習得させる。 

・藤田 修一/長崎大学熱帯医学研究所での病理解剖業務と長崎大学病院での病理業務（組織診

断・細胞診）/病理解剖並びに病理診断科・病理部での組織診断・細胞診の実務経験をもとに、疾患

の基本的病理変化を解説する。 



No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

病理学実習説明、細胞・組織傷害

・　黄疸、アミロイドーシス、異所性石灰化、過角化症

・　褐色萎縮、前立腺肥大

細胞・組織障害、修復と再生、循環障害

・　扁平上皮化生、異物性肉芽腫、石綿症

・　肝うっ血、肺うっ血・水腫・出血

循環障害

・　食道静脈瘤、大動脈粥状硬化症、血栓症、新鮮心筋梗塞

・　陳旧性心筋梗塞、腎梗塞、肺出血性梗塞

炎症

・　気管支肺炎、間質性肺炎、胃消化性潰瘍、急性肝炎

・　線維素性心外膜炎、皮膚膿瘍、虫垂炎、肝硬変

炎症、免疫異常、感染症

・　肝硬変、肺結核

・　サルコイドーシス、橋本病、 腎カンジダ症、肺巨細胞性封入体症

腫瘍

・　大腸腺腫症、大腸腺癌、食道扁平上皮癌、胃低分化腺癌

・　胃印環細胞癌、肝細胞癌、

腫瘍

・  腺癌肝転移、甲状腺乳頭癌リンパ節転移

・  神経鞘腫、乳腺線維腺腫、骨肉腫

腫瘍

・　平滑筋腫、平滑筋肉腫、悪性黒色腫、多発性骨髄腫、

    悪性リンパ腫

実習室5B永野

日程表実習　(病理学総論及び同実習）

1～4回 6 2 火 3〜6 実習室5B永野

5～9回 6 9 火 2～6

火 2～6 実習室5B永野

15～19回 6 23 火 2～6 実習室5B永野

10～14回 6 16

実習室5B永野

実習室5B永野

20～24回 6 30 火 2～6 実習室5B永野

25～29回

実習室5B永野

7 7 火 2～6

30～34回 7 14 火 2～6

35～38回 7 21 火 3～6

６６



No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

病理学序論、臨床医学としての病理診断学

・　病理学とは

・　人体病理学と実験病理学

病因論

・　病気の原因

病因論

・　病気の原因

染色体・遺伝子および発生の異常

・　染色体異常とその関連疾患

・　常染色体の異常、性染色体の異常

染色体・遺伝子および発生の異常

・　遺伝子異常とその関連疾患

・　常染色体顕性遺伝病、常染色体潜性遺伝病

細胞・組織障害

・　細胞・組織障害の概念

・　退行性病変

修復と再生

・　修復と再生の概念、肥大と過形成

・　進行性病変

代謝異常

・　糖質代謝障害、蛋白質代謝障害、核酸代謝障害、脂質代謝障害

代謝異常

・　無機質代謝障害、生体内色素代謝障害

循環障害

・　出血、血栓症、塞栓症、梗塞

・　水腫（浮腫）、傍側循環（側副循環）

循環障害

・　ショック、播種性血管内凝固症候群、高血圧症

炎症

・　定義と5大徴候

・　炎症性滲出とケミカルメディエータ

炎症

・　炎症での組織学的変化

・　急性炎と慢性炎、分類

免疫異常

・　免疫の概要

・　アレルギー

免疫異常

・　自己免疫疾患

・　後天性免疫不全症候群

感染症

・　感染症とは

・　感染防御機構

感染症

・　感染症各論

腫瘍

・　腫瘍の定義

・　腫瘍の形態と動態

腫瘍

・　がん遺伝子とがん抑制遺伝子

・　悪性腫瘍の進行度分類

腫瘍

・　腫瘍の組織学的分類

・　腫瘍の各組織型

老化と個体死

・　フレイル、ロコモティブシンドローム、サルコペニア

・　心臓死、脳死、死後変化

病理組織検査の実際

・　病理組織標本作製法

日程表　講義(病理学総論及び同実習）

1回 4 7 火 4 片瀬 講義室3A

講義室3A

3回 4 7 火 6 片瀬 講義室3A

2回 4 7 火 5 片瀬

講義室３A

5回 4 14 火 5 片瀬 講義室３A

4回 4 14 火 4 片瀬

講義室３A

7回 4 21 火 4 片瀬 講義室３A

6回 4 14 火 6 片瀬

講義室３A

9回 4 21 火 6 片瀬 講義室３A

8回 4 21 火 5 片瀬

講義室３A

11回 4 28 火 5 片瀬 講義室３A

10回 4 28 火 4 片瀬

講義室３A

13回 5 12 火 4 片瀬 講義室３A

12回 4 28 火 6 片瀬

講義室３A

15回 5 12 火 6 片瀬 講義室３A

14回 5 12 火 5 片瀬

講義室３A

17回 5 19 火 5 片瀬 講義室３A

16回 5 19 火 4 片瀬

講義室３A

19回 5 26 火 4 片瀬 講義室３A

18回 5 19 火 6 片瀬

講義室３A22回 7 21 火 2 藤田

講義室３A

21回 5 26 火 6 片瀬 講義室３A

20回 5 26 火 5 片瀬

６７



69



No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

微生物の歴史と発展、微生物の基礎について説明する。

微生物の分類と性状：　

細菌の基本構造、物質代謝について説明する。

微生物の分類と性状：　

ウイルス、真菌、原虫について説明する。

微生物の遺伝学：

微生物遺伝子の進化と変化、微生物遺伝子の応用について説明する。

感染制御：　感染と発病のメカニズム、感染の免疫について説明する。

発表会１：歴史的に重要な感染症

感染症の検出と診断、感染における病原因子について説明する。

感染症の治療：

化学療法と化学療法薬　化学療法薬の作用機序について説明する。

薬剤耐性：　

薬剤耐性化の仕組みと化学療法薬の臨床的使用について説明する。

免疫の基礎：

自然免疫、微生物の認識と排除機構について補体系を含めて説明する。

発表会2：免疫の種類と免疫関連疾患

自然免疫から獲得免疫：

抗原処理と提示、免疫担当細胞について説明する。

体液性免疫について説明する。

細胞性免疫、粘膜免疫について説明する。

過敏症（アレルギー）について説明する。

ワクチンによる感染予防について説明する。

ワクチンの問題点と副反応、抗原非特異的免疫療法について説明する。

発表会3：主要な感染症について（細菌性疾患１）

免疫不全、自己免疫疾患について説明する。

滅菌と消毒：

物理的方法、科学的方法、薬剤による消毒について説明する。

各論：グラム陽性球菌：

レンサ球菌属に含まれる病原細菌とその感染症について説明する。

各論：グラム陽性球菌：

ブドウ球菌属に含まれる病原細菌とその感染症について説明する。

発表会4：主要な感染症について（ウイルス性疾患）

各論：グラム陽性桿菌とグラム陰性球菌：

非芽胞形成性グラム陽性桿菌、グラム陰性桿菌に含まれる病原細菌について

説明する。

各論：グラム陰性桿菌：

腸内細菌科に含まれる菌について説明する。また含まれる病原微生物（大腸

菌、コレラ菌等）について説明する。

各論：グラム陰性桿菌、らせん菌

らせん菌、緑膿菌、百日咳菌、レジオネラ等の病原菌にについて説明する。 講義室3A

42,43回 7

44,45回 7 27 月 2、３ 内藤

内藤 講義室3A

38,39回 6 29 月 2、３ 内藤

13 月 2、３ 内藤

講義室3A

40,41回 7 6 月 2、３

講義室3A

36,37回 6 22 月 2、３ 内藤 講義室3A

34,35回 6

哲翁 講義室3A

31回 6 2 火 2 哲翁

15 月 2、３ 内藤

講義室3A

32,33回 6 8 月 2、３

講義室3A

29,30回 6 1 月 2、３ 内藤 講義室3A

27,28回 5

内藤 講義室3A

23,24回 5 19 火 2、３ 内藤

26 火 2、３ 内藤

講義室3A

25,26回 5 25 月 2、３

講義室3A

21,22回 5 18 月 2、３ 内藤 講義室3A

19,20回 5

内藤 講義室3A

15,16回 4 28 火 2、３ 内藤

12 火 2、３ 内藤

講義室3A

17,18回 5 11 月 2、３

講義室3A

13,14回 4 27 月 2、３ 内藤 講義室3A

11,12回 4

内藤 講義室3A

7,8回 4 14 火 2、３ 内藤

21 火 2、３ 内藤

講義室3A

9,10回 4 20 月 2、３

講義室3A

日程表(微生物学・口腔微生物学）

1,2回 4 6 月 2、３ 内藤 講義室3A

5,6回 4 13 月 2、３ 内藤 講義室3A

3,4回 4 7 火 2、３ 内藤 講義室3A
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

有芽胞細菌とその感染症について説明する。とくに破傷風菌とボツリヌス菌に

ついてはその産生毒素の作用機構について説明する。

抗酸菌の特徴とその感染症：　結核菌とらい菌について説明する。

性感染症を引き起こす細菌についてその病態を含めて説明する。

マイコプラズマ、クラミジア、リケッチア、による感染症と病原真菌、原虫につい

て説明する。

う蝕における微生物の役割について説明する。

とくにミュータンスレンサ球菌のう蝕原性について説明する。　

口腔の常在微生物叢

人体の正常フローラ、特に口腔内微生物について説明する。

また口腔における免疫についても説明する。

デンタルプラーク：形成と機能、特徴について説明する。

歯周病における微生物の役割について説明する。

歯周病関連細菌について、とくにP. gingivalis, A. actinomycetemcomitans,

T. forsythia について説明する。

う蝕、歯周病の免疫学、病因論に基づいた予防と治療について説明する。

ウイルスの特性、構造、分類について説明する。

ウイルスの増殖機構、抗ウイルス剤、インターフェロンについて説明する。

ヘルペスウイルス科、ピコルナウイルス科、オルトミクソウイルス科、パラミクソウ

イルス科、レオウイルス科に含まれるウイルスについて説明する。

カリシウイルス科に含まれるウイルスおよび肝炎ウイルスについて説明する。

がんウイルスについてとくにパピローマウイルス科、レトロウイルス科に含まれる

ウイルスについて説明する。

口腔関連感染症、口腔微生物と全身疾患について説明する。

日程表（微生物学・口腔微生物学）

46回 9 28 月

47回 10

講義室3A

3 内藤 講義室3A

5 月 3 大原 講義室3A

小松澤 講義室3A

49回 10 26 月 3

48回

9 月 3

内藤

講義室3A

50回 11 2 月 3

講義室3A

10 19 月 3

内藤

52回 11 16 月 3 哲翁 講義室3A

51回 11

12

内藤 講義室1C

53回 11 30 月 3 哲翁

14 月 3 内藤

講義室3A

54回 12 7 月 3

講義室1C

講義室3A

講義室3A

内藤

講義室3A

57回 1 4 月 3 内藤

58回 1 18 月 3 哲翁

56回 12 21 月 3 内藤 講義室3A

55回

60回 2 1 月 3 内藤 講義室3A

59回 1 25 月 3 哲翁
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

日程表(口腔生理学）

1回 10 2 金
2～3
(II)

口腔生理学序論 中村渉 講義室3A

内田　仁司 講義室１B

3回 10 16 金
2～3
(II)

時間栄養学
田原優

(広島大学）
講義室3A

2回 10 9 金
2～3
(II)

唾液の生理的機能/唾液の分泌機序

徳田　功
（立命館大）

講義室6B

5回 10 30 金
2～3
(II)

口腔機能の臨床的加齢変容と口腔管理
上野尚雄

（国立がんセン
ター中央病院）

講義室3A

4回 10 23 金
2～3
(II)

発声の機序、共鳴と構音について

柏﨑　晴彦
(九大歯学部）

講義室3A

7回 11 13 金
2～3
(II)

味覚：味の受容機構と情報伝達 内田　仁司 講義室１C

6回 11 6 金
2～3
(II)

口腔機能の加齢変化と全身管理

大島昇平
(北大歯学部）

講義室3A

9回 11 27 金
2～3
(II)

顎位・顎運動・顎反射の生理機構
金山健夫

(国立がんセン
ター中央病院）

講義室6B

8回 11 20 金
2～3
(II)

咀嚼・嚥下の概念，咀嚼・嚥下運動のメカニズムと調節

口腔生理を制御する分子遺伝学
三嶋博之

（長崎大原研）
講義室3A

12回 12 18 金
2～3
(II)

中村孝博
(明治大学農学

部）
講義室3A

11回 12 11 金
2～3
(II)

痛覚の生理メカニズム
小柳悟

（九大薬学部）
講義室3A

10回 12 4 金
2～3
(II)

口腔機能と時間生理学

加齢口腔生理学（成長と発達から機能変容） 中村渉

中村渉 講義室3A

15回 1 29 金
2～3
(II)

口腔生理学まとめ
中村渉

/内田仁司
講義室６A

14回 1 15 金
2～3
(II)

口腔生理学問題演習

講義室１C

13回 1 8 金
2～3
(II)
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口腔生命科学各論Ⅱ（3 年次生、4 年次生、5 年次生） 
 
（１）衛生学及び同実習         （3 年）・・・・・・・・・・・116 
（２）予防歯科学及び同実習       （4 年）・・・・・・・・・・・120 
（３）歯科矯正学及び同実習       （4 年）・・・・・・・・・・・125 
（４）小児歯科学            （4 年）・・・・・・・・・・・129 
（５）小児歯科学実習          （4 年）・・・・・・・・・・・132 
（６）保存修復学            （4 年）・・・・・・・・・・・134 
（７）保存修復学実習           （4 年）・・・・・・・・・・・137 
（８）歯内治療学            （4 年）・・・・・・・・・・・140 
（９）歯内治療学実習          （4 年）・・・・・・・・・・・143 
（10）歯周病学             （4 年）・・・・・・・・・・・146 
（11）歯周病学実習           （4 年）・・・・・・・・・・・149 
（12）冠橋義歯学及び同実習       （4 年）・・・・・・・・・・・152 
（13）有床義歯補綴学及び同実習     （4 年）・・・・・・・・・・・158 
（14）口腔外科学Ⅰ及び同実習      （4 年）・・・・・・・・・・・162 
（15）口腔外科学Ⅱ及び同実習      （4 年）・・・・・・・・・・・164 
（16）歯科放射線学及び同実習      （4 年）・・・・・・・・・・・167 
（17）歯科麻酔学及び同実習       （4 年）・・・・・・・・・・・170 
（18）高齢者歯科学           （4 年）・・・・・・・・・・・173 
（19）障害者歯科学           （4 年）・・・・・・・・・・・177 
（20）災害口腔医学           （4 年）・・・・・・・・・・・180 
（21）口腔インプラント学        （5 年）・・・・・・・・・・・183 
（22）摂食嚥下リハビリテーション学   （5 年）・・・・・・・・・・・186 
（20）社会歯科学            （5 年）・・・・・・・・・・・189 
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関連臨床医学（3 年次生） 
 
（１）内科学総論  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・192 
  （薬学部共修） 
（２）外科学総論  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・195 
  （薬学部共修） 
（３）内科学各論  内科学１・・・・・・・・・・・・・・・・・198 
  （薬学部共修） 内科学３・・・・・・・・・・・・・・・・・200 
          脳神経内科学・・・・・・・・・・・・・・・202 
          血液学・・・・・・・・・・・・・・・・・・204 
（４）外科学各論  外科学１・・・・・・・・・・・・・・・・・206 
          外科学２・・・・・・・・・・・・・・・・・208 
（５）隣接医学Ⅰ  皮膚科学・・・・・・・・・・・・・・・・・210 
  （薬学部共修） 眼科学・・・・・・・・・・・・・・・・・・212 
          耳鼻咽喉科学・・・・・・・・・・・・・・・214 
          整形外科学・・・・・・・・・・・・・・・・217 
          形成外科学・・・・・・・・・・・・・・・・219 
（６）隣接医学Ⅱ  小児科学・・・・・・・・・・・・・・・・・221 
  （薬学部共修） 産科婦人科学・・・・・・・・・・・・・・・223 
          泌尿器科学・・・・・・・・・・・・・・・・225 
          精神神経科学・・・・・・・・・・・・・・・227 
          脳神経外科学・・・・・・・・・・・・・・・229 
（７）隣接医学Ⅲ  人類遺伝学・・・・・・・・・・・・・・・・231 
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年度 2026 学期 1・2Q 曜日・校時 金・1 必修選択  必修 単位数 0.5 

科目番号 

科目ナンバリング・コード 

授業科目名/(英語名) 

25084502 

DNGD33181992 

外科学総論/（Surgery） 

対象年次 3 年次 講義形態  講義形式 教室  講義室 3A 

対象学生(クラス等)     歯学部・薬学部 科目分類   関連臨床医学 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

歯学部教務委員長/gaku_den@ml.nagasaki-u.ac.jp/歯学部学務係/095-819-7613/9:00～17：00 

担当教員(オム

ニバス科目等) 

橋本泰匡、野中 隆、石井光寿、松本桂太郎、下山孝一郎、荒井淳一、大坪竜太、小畑智裕、小坂太一郎 

授業の概要 

外科学総論としての外科診断学、腫瘍学、創傷治癒、免疫学、感染学、栄養学の系統的講義を通じて、外科患者の診断、治

療に対する理解を深める。 

授業到達目標 

一般目標 GIO： 

外科の歴史、損傷と創傷治療、炎症と感染、腫瘍、外科栄養、免疫、体液変

動、老人外科、小児外科の各分野について、基本的知識を習得し、理解する。 

個別行動目標 SBOs： 

1．外科学の概念を説明できる。 
2．外科治療の中心である手術などの侵襲に伴う病態への対応を説明で

きる。 
3．現代外科学の主な対象である外傷・腫瘍の外科および先端にある臓器

移植、また、老人外科、小児外科に関する概要を説明できる。 

 

【令和４年度歯学教育モデル・コア・カリキュラム】  

 

D-2-4 医科歯科連携 

D-6-1医師と連携するために必要な医学的知識  

E-2-4 医科歯科連携 

対応するディプロマポリシー 

  ＤＰ４：歯科口腔疾患を全身疾患と関連付けて診断できる臨床能力を身につけている。 

授業方法（学習指導法） 

 

PC プレゼンテーションによる講義が中心となる。また理解を深めるため、必要に応じてプリントの配布も行うこともある。 

 

授業内容 

 

1 回目  外科と栄養：(1)外科における栄養管理の意義 (2)栄養アセスメント (3)経腸栄養 (4)経静脈栄養 

       血液凝固異常と輸血：血液製剤の種類と特徴 

      外科的侵襲と生体反応：(1)免疫系の反応 (2)血液凝固系の反応 (3)術後の生体反応と回復過程 

2 回目  老人外科・小児外科の特徴：(1)小児外科の特徴 (2)新生児・未熟児の特徴 (3)術前・術後の栄養管理  

(4)老人外科の特徴 (5)手術適応 (6)周術期管理の特徴 

3 回目  腫瘍：(1)良性腫瘍と悪性腫瘍 (2)発癌メカニズム (3)悪性腫瘍の病態 (4)臨床診断と特殊検査  

(5)悪性腫瘍の治療 (6)悪性腫瘍の疫学 

4 回目  外科の歴史と外科医の立場：(1)外科の歴史 (2)外科医と法 (3)専門医制度 (4)病歴 (5)理学的所見 

5 回目  臓器移植・人工臓器：呼吸器系の移植と人工臓器 

6 回目  外科と免疫：(1)免疫機構と調節 (2)腫瘍免疫 (3)移植免疫 (4)免疫不全と日和見感染 

７回目  損傷と創傷治療：(1)機械的損傷 (2)非機械的損傷 (3)創傷の治癒過程 (4)創傷治癒を左右する因子 

(5)創傷管理の実際 

8 回目  炎症と感染：(1)炎症の概念と病態生理 (2)臨床症状と所見 (3)外科的感染症の起因菌 (4)全身感染症と敗血症 

(5)外科的特殊感染症 (6)治療 

9 回目  体液と変動の輸液：(1)正常体液分布 (2)侵襲と体液変動 (3)水・電解質異常 (4)酸塩基平衡障害 (5)輸液療法 

 

キーワード 外科、腫瘍学、免疫学、炎症、感染、栄養、創傷治癒 

教科書・教材・参考

書 

教科書 なし 

参考書 標準外科学（医学書院） 

必要に応じてプリントを配布することあり。 

mailto:gaku_den@ml.nagasaki-u.ac.jp
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実務経験のある教

員による授業科目 
 
・石井 光寿（第 1 回目）／長崎大学病院における診療業務／外科学総論としての外科に関する基本的知識を教授する。  
・小坂 太一郎（第 2 回目）／長崎大学病院における診療業務／外科学総論としての外科に関する基本的知識を教授する。  
・野中 隆 （第 3 回目） ／長崎大学病院における診療業務／外科学総論としての外科に関する基本的知識を教授する。  
・橋本 泰匡（第 4 回目）／長崎大学病院における診療業務／外科学総論としての外科に関する基本的知識を教授する。  
・松本 桂太郎（第 5 回目）／長崎大学病院における診療業務／外科学総論としての外科に関する基本的知識を教授する。  
・小畑 智裕（第 6 回目）／長崎大学病院における診療業務／外科学総論としての外科に関する基本的知識を教授する。  
・荒井 淳一（第 7 回目）／長崎大学病院における診療業務／外科学総論としての外科に関する基本的知識を教授する。  
・下山 孝一郎（第 8 回目）／長崎大学病院における診療業務／外科学総論としての外科に関する基本的知識を教授する。  
・大坪 竜太（第 9 回目）／長崎大学病院における診療業務／外科学総論としての外科に関する基本的知識を教授する。  

 

成 績 評価 の方 法 ・

基準等 

筆記試験による評価を行う。再試は１回行う。 

出席率も考慮する。 

受 講 要 件 ( 履 修 条

件) 

なし 

備考(学生へのメッ

セージ) 

臨床診療において役に立つ外科的な基礎知識を習得することを目的とします。 



No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

外科と栄養

  (1)外科における栄養管理の意義 (2)栄養アセスメント (3)経腸栄養 

  (4)経静脈栄養

血液凝固異常と輸血

  (1)血液製剤の種類と特徴 

老人外科・小児外科の特徴

  (1)小児外科の特徴 (2)新生児・未熟児の特徴 (3)術前・術後の栄養管理

  (4)老人外科の特徴 (5)手術適応 (6)周術期管理の特徴

腫瘍

  (1)良性腫瘍と悪性腫瘍　(2)発癌メカニズム　(3)悪性腫瘍の病態

　(4)臨床診断と特殊検査　(5)悪性腫瘍の治療　(6)悪性腫瘍の疫学

外科の歴史と外科医の立場　問診と外科的診察法

  (1)外科の歴史 (2)外科医と法 (3)専門医制度 (4)病歴 (5)理学的所見

臓器移植・人工臓器

呼吸器系の移植と人工臓器

外科と免疫

  (1)免疫機構と調節　(2)腫瘍免疫　(3)移植免疫　(4)免疫不全と日和見感染

損傷と創傷治療

  (1)機械的損傷 (2)非機械的損傷 (3)創傷の治癒過程

  (4)創傷治癒を左右する因子 (5)創傷管理の実際

炎症と感染

  (1)炎症の概念と病態生理 (2)臨床症状と所見 (3)外科的感染症の起因菌

  (4)全身感染症と敗血症 (5)外科的特殊感染症 (6)治療

外科的侵襲と生体反応

体液の変動と輸液

  (1)正常体液分布 (2)侵襲と体液変動 (3)水・電解質異常 

  (4)酸塩基平衡障害 (5)輸液療法

日程表(外科学総論）

1回 4 3 金 1 石井光寿 講義室3A

講義室3A

3回 4 17 金 1 野中隆 講義室3A

2回 4 10 金 1 小坂太一郎

4回 4 24 金 1 橋本泰匡 講義室3A

講義室3A

6回 5 8 金 1 小畑智裕 講義室3A

5回 5 1 金 1 松本桂太郎

講義室3A

8回 5 22 金 1 下山孝一郎 講義室3A

7回 5 15 金 1 荒井淳一

講義室3A9回 5 29 金 1 大坪竜太
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年度 2026 学期 4Q 曜日・校時 月・Ⅰ 必修選択  必修 単位数 （2） 

科目番号 

科目ナンバリング・コード 

授業科目名/(英語名) 

25084513 

DNGD33191992 

内科学各論（血液学）/（Internal medicine, Hematology） 

対象年次 3 年次 講義形態  講義形式 教室  講義室 3A 

対象学生(クラス等)     歯学部・薬学部 科目分類   関連臨床医学 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

歯学部教務委員長/gaku_den@ml.nagasaki-u.ac.jp/歯学部学務係/095-819-7613/9:00～17：00 

担当教員(オム

ニバス科目等) 

蓬莱真喜子 

授業の概要 

 

1.血液の構成成分およびその機能、さらに骨髄における造血について理解する。 

2.止血機構について理解する。 

3.血液疾患の中心である、貧血、白血病、悪性リンパ腫、多発性骨髄腫、出血性疾患について病態や治療を理解する。 

授業到達目標 

一般目標 GIO： 

1.歯科医（薬剤師）にとって診療上必要と考えられる血液学について理解

する。 

2.血液の構成成分とその機能について説明できる。止血機構について説

明できる。 

3.代表的血液疾患の病態について理解する。 

個別行動目標 SBOs： 

 血液内科学分野の病態生理・疾患を理解し概説できる。 

 

【令和４年度歯学教育モデル・コア・カリキュラム】 

 

D-2-4 医科歯科連携 

D-6-1医師と連携するために必要な医学的知識 

E-2-4 医科歯科連携 

対応するディプロマポリシー 

 ＤＰ４：歯科口腔疾患を全身疾患と関連付けて診断できる臨床能力を身につけている。 

授業方法（学習指導法） 

 

講義形式にて行う。プリントを配布し、スライドを用いて講義する。 

授業内容 

 

1 回目  造血のしくみ（造血幹細胞の自己複製能と各血球系への分化能） 

     血球の種類と機能、貧血性疾患 

2回目 造血器悪性腫瘍（白血病、悪性リンパ腫、多発性骨髄腫） 

3 回目  止血の仕組み、出血性疾患 

 

キーワード 造血幹細胞、貧血、白血病、悪性リンパ腫、止血・凝固異常、化学療法、造血幹細胞移植 

教科書・教材・参考

書 

教科書 なし 

参考書 １．講義録 血液・造血器疾患学（小澤敬也ほか、メジカルビュー社） 

      ２．カラーテキスト血液病学（木崎 昌弘ほか、中外医学社） 

      ３．血液学（三輪史朗ほか、文光堂） 

講義資料を LACS に掲載する。 

成績評価の方法・

基準等 

筆記試験による定期試験で評価する。 

再試験は、提出されたレポートの評価による（1 回行う）。 

受講要件 (履修条

件) 

 

 

備考(学生へのメッ

セージ) 

正常血球の種類とその機能について確認しておくと、症状や病態に関する理解が深まる。 

 

実務経験のある教

員による授業科目 

・蓬莱真喜子／長崎大学病院における診療業務／診療上必要な血液学及び血液疾患に関する基礎的

な知識を教授し、歯科領域での注意点の理解を促す。 



No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

造血のしくみ（造血幹細胞の自己複製能と各血球系への分化能）

血球の機能、貧血性疾患

造血器悪性腫瘍（白血病、悪性リンパ腫、多発性骨髄腫）

病態・臨床的特徴・治療

止血の仕組み 

出血性疾患の病態、疾患

内科学各論　まとめ

日程表(血液学）

1回 12 21 月 Ⅰ 蓬莱真喜子 講義室3A

講義室3A

3回 1 18 月 Ⅰ 蓬莱真喜子 講義室3A

2回 1 4 月 Ⅰ 蓬莱真喜子

講義室3A4回 1 25 月 Ⅰ 教務委員長
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

下肢の障害

下肢の主要な外傷と疾患の解説

整形外科総論

運動器疾患の総論

上肢の障害

上肢の主要な外傷と疾患の解説

医学部
第1講義室

3回 11 18 水 Ⅰ 青木 講義室３A

2回 11 11 水 Ⅰ 松林

日程表(整形外科学）

1回 11 9 月 Ⅰ 白石 講義室3A
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No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

分子遺伝学の基礎，メンデル遺伝の基礎

メンデル遺伝病

染色体異常，ミトコンドリア病，エピジェネティックスとその異常

遺伝性疾患の分子病理１

遺伝性疾患の分子病理２

集団遺伝学の基礎

多因子疾患

隣接医学Ⅲ　まとめ

講義室3A8回 11 25 水 1 吉浦

講義室3A

7回 11 12 木 1 吉浦 講義室1B

6回 11 5 木 1 吉浦

講義室３A

5回 10 29 木 1 吉浦 講義室３A

4回 10 22 木 1 吉浦

講義室1B

3回 10 15 木 1 吉浦 講義室3A

2回 10 8 木 1 吉浦

日程表(人類遺伝学）

1回 10 1 木 1 吉浦 講義室3B
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研究科目（3 年次生、4 年次生、5 年次生、6 年次生） 

         ※歯学研究コース履修者対象 
 

基礎歯学研究概論         （3 年）・・・・・・・・・・・ 313 
基礎歯学研究           （3・4 年）・・・・・・・・・・315 
臨床歯学研究概論         （4 年）・・・・・・・・・・・ 317 
歯学研究             （5・6 年）・・・・・・・・・・320 

312



313



No. 月 日 曜日 校時 授業項目・授業内容 教員名 教室

（歯学研究コース概要・研究倫理について）

（硬組織発生再生学）

（顎顔面解剖学）

（口腔病理学）

（口腔病原微生物学）

（歯科薬理学）

（生体材料学）

（分子腫瘍生物学）

（フロンティア口腔科学）

（加齢口腔生理学）

日程表（基礎歯学研究概論）

1回 4 2 木 3
吉村

教務委員長
講義室６B歯学研究コース履修に関する説明と質疑応答を行い、研究倫理に関する講義

を行います。

A棟３階骨の成長や再生、発がんに関わるユニークな骨の幹細胞について、最新の研
究内容を紹介し、今後の実習内容について説明します。

3回 4 17 金 4～6 小山田 会議室２A歯科人類学の基礎と応用、およびその成果の一部について紹介すると同時
に、今後の実習内容について紹介する。

2回 4 10 金 4～6 松下

口腔疾患の組織学的診断と基礎研究、及び口腔病理学でのコースの概要を
説明します。

5回 5 1 金 4～6

4回 4 24 金 4～6 永野

歯周病細菌の病原性に関するこれまでの当教室の研究内容を紹介し、コース
ワークでの今後の実験研究内容について紹介します。

6回 5 22 金 6～8

歯科用生体材料の各種物性と臨床適応について、これまでの生体材料学分
野の研究内容の紹介、および今後の実験研究について紹介します。

リソソームの機能とその疾患について、これまでの薬理学分野の研究内容の紹
介、および今後の実習内容について紹介します。

7回 5 29 金 6～8

筑波
A棟２階

第１セミナー室

分子腫瘍学に関する最新の知見を紹介し、今後の実習内容について説明しま
す。

9回 6 19 金 4～6

8回 6 5 金 6～8 伊藤

感染症やアレルギー疾患など免疫が関わる疾患について当分野の研究成果
を紹介し、今後の実習内容について説明します。

10回 6 26 金 4～6

門脇 A棟２階
第１セミナー室

A棟７階

渡邊 講義室３A

内藤
C棟５F口腔病原
微生物学分野
セミナー室

講義室３A

サーカディアンリズムを制御する神経回路に関する研究を紹介し、今後の実験
研究内容について説明します。

中村 講義室３A
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